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また、2013 年（平成 25 年）6 月に発表された政府の成長戦略の中において、IT を柱として位
置づけ、「世界最先端 IT 国家創造宣言」が策定された[4]。この中に「義務教育段階からのプログ
ラミング教育等の IT教育を推進する」という内容が盛り込まれた。今後は世界中で IT化が進み、
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情報系科目が学習指導要領において検討され始めたのは 1985 年（昭和 60 年）頃からである
[5]。1989 年（平成元年）に学習指導要領の中に「情報」「コンピュータ」の内容が入り、1999 年
（平成 11 年）の高等学校指導要領において、普通教科「情報」が新設され、必修科目とされた。 















2013 年（平成 25 年）以降、プログラミング教室・講座の開始が多くなっている（図 2-1）。 
図 2-1 プログラミング教室・講座の開始時期[7] 
2.3 海外における状況 
























育は規定されていない。そのため、草の根運動的に STEM(Science, Technology, Engineering and 
Mathematics)教育を提供する運動が広まっている。オバマ前大統領みずからプログラミング教育
の必要性を訴えたり、Facebookのマーク・ザッカーバーグCEOなどの著名人がコメントしたり、





 2016 年（平成 28 年）の夏休みに本学中央キャンパスにおいて講座を実施した（図 3-1、図 3-
2）。8 月 23 日(火)と 9 月 24 日(土)の 2 回実施し、各回ともプログラミングを体験したことが無
い小学校 4 年生から 6 年生を対象に、10 組（保護者の付き添いも可）ずつ募集した。結果として
10 組を超える応募があり、1 回目は 15 組名（4 年生 6 名、5 年生 8 名、6 年生 1 名）、2 回目は







図 3-1 小学生向けプログラミング教室チラシ 図 3-2 実施状況 





実施の際は、教師 1 人が説明を行ない、ティーチングアシスタントとして本学の 3 年生 2 人に
協力してもらった。学生には Scratch について、テキストや参考資料を基に事前学習と自習を行
なってもらった。また、ボランティアとして各回 1 人ずつ本学教員に参加していただいた。 
3.2 評価 
 各回ともアンケートを実施し（回収率 59%）、図 3-4 のような回答が得られた。この回答項目
および自由回答から、興味を持ってもらい、楽しんでもらえたという評価が得られたと考えてお
り、次年度以降も継続した開催を考えている。 
今回は教師 1 人、アシスタント 2 人、補助教員 1 人と 4 人で対処することができた（生徒 3～
4 人に対し 1 人での対応）が、人材確保の面では難しいが、生徒一人または二人に対し一人の教
員ないしアシスタントが付くのが理想であると思われる。 
また、実施時間は 3 時間であり、初回は間に休憩をはさんで 2 回の演習を行なったが、生徒の
雰囲気やティーチングアシスタントの意見もあり、2 回目は 3 回に分けて演習を行なった。2 回
目の実施は時間配分がちょうどよく、生徒は途中で飽きることなく熱心に取り組むことができて
いたため、次回以降もこの形式での実施を考えている。 



















 プログラミングを行なう環境については、現時点では PC を使用するものが多い。小学校にお
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